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たばこを発火源とする住宅火災の件数と死者数の推移
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たばこを発火源とする住宅火災の発生経過別の件数（平成１９年から平成２８年）たばこを発火源とする住宅火災の発生経過別の件数（平成１９年から平成２８年）
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たばこの不適切な場所への廃棄、吸殻等の消火処置不充分や消し忘れによる火災と
喫煙中のたばこを落としたりすることによる火災が多い。

たばこを発火源とする住宅火災の発生経過別の件数の推移（上位６位）たばこを発火源とする住宅火災の発生経過別の件数の推移（上位６位） 火災
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たばこを発火源とする住宅火災による発生経過別の死者数（平成１９年から平成２８年）
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たばこを発火源とする住宅火災による発生経過別の死者数の推移（上位６位）
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喫煙中のたばこを落としたりすることによる死者が最も多い。
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寝たばこと考えられるふとん等に着火した火災が最も多い。
次いでごみ屑、紙屑等に着火した火災が多い。

たばこを発火源とする住宅火災の着火物別の件数の推移（上位６位）

8

火災
件数

755

675 687

577

630

597

534

488

451

391
370 371

392

428

389
365

394

359
342 352

284 277

218
200

178
149 133 151

115 109

167
142 115 118 110

100 129 104

123

10773 81 58
57 68

64
42

56

39
52

69
60

56

66

49
70 43

52

45

470

100

200

300

400

500

600

700

800

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

ふとん，座ぶとん，寝具

ごみ屑

紙屑，わら屑

袋及び紙製品

衣類

繊維製品

（件）



155

33

1

1

2

2

3

13

45

226

278

933

0 200 400 600 800 1000

不明

その他

野積

造作

木質物

壁軸組

建具

可燃性固体（Ⅱ）

家具調度

床

屑類

繊維類

1

2

4

6

7

12

55

139

8

89

181

1

4

8

64

79

82

695

0 100 200 300 400 500 600 700 800

合成樹脂床材

むしろ

板張

じゅうたん（固定）

その他

上敷

カーペット

畳

その他

紙屑，わら屑

ごみ屑

繊維原料

わら及びわら製品

その他

袋及び紙製品

繊維製品

衣類

ふとん，座ぶとん，寝具

床
屑
類

繊
維
類

たばこを発火源とする住宅火災による着火物別の死者数
（平成１９年から平成２８年）

たばこを発火源とする住宅火災による着火物別の死者数
（平成１９年から平成２８年）

（詳細内訳）

9

合成樹脂床材

死者数死者数

（人）

（人）



たばこを発火源とする住宅火災による着火物別の死者数の推移（上位６位）

10

死者数死者数

102

77

85

60

75

68

58

69

46

55

16

28

19

28

11

16
18 17

12
1615

20
17

14

8

14 15
13

8

15
12

5
7 8

15

7
5

7 7
9

12
10

7 6
2 6 4 6

5

6
9

5
6

7 3
1

7 8

4 5
0

20

40

60

80

100

120

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

ふとん，座ぶとん，寝具

ごみ屑

畳

衣類

袋及び紙製品

カーペット

ふとん等に着火した寝たばこと考えられる死者が最も多い。

（人）



たばこを発火源とする住宅火災による年代別の死者数の推移
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たばこ火災の分析結果

• 寝たばこにより、ふとん等に着火したものと思われる火災
が多く、死者の発生につながる例が多い。

• 消えていないたばこをごみ箱等に直接捨てたり、喫煙後の
消火が不充分なことによると考えられる火災が多い。
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紙巻たばこで発生頻度の高い寝たばこ、ごみ箱への直接廃棄や消火不充分を想定
した比較実験を行うことで、紙巻たばこと加熱式たばこの火災発生危険を比較できる
のではないか。


